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学生たちと、歩いて歩いたフォッサマグナ
―信州で過ごした４０年を振り返って―

高等教育コンソーシアム信州K3茶論

２００９年６月１８日 小坂 共栄

はなしの流れ

１ まえおき：フォッサマグナの概観

２ 学生たちと歩いて、歩いたフォッサマグナ
ー不思議なフォッサマグナ。だけどおもしろいー

３ 楽しく歩き、語り、飲んで過ごした信州４０年

４ おわりに

E・ナウマンが１２０年前に描いた地質図とフォッサマグナ

フォッサマグナ
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古い時代の岩石が分布

櫛形山：地質屋である私の原点

西南日本

本州中央部の地質図（地質調査所 １９９０）

古い時代の岩石が折れ曲がったようなハの字型の構造に注目

ハの字型の
構造
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関東山地

北部フォッサマグナ地域の地質図（小坂原図）
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２ 学生たちと歩いて、歩いたフォッサマグナ

諏訪

水内帯
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地上から眺められる大きな向斜構造：ヨーロッパ・アルプス

１）水内（みのち）帯は大規模な褶曲帯

地上から眺められる水内帯の大規模褶曲：込地向斜

土尻川沿い。高府向斜の地層 金熊川沿い。高府向斜の地層

水内帯の地層はどれも海で堆積したもの

大峰帯から眺めた白馬三山

インド、ムシュテクワリから眺めたヒマラヤ主峰

シワリク層の礫岩：グレートヒマラヤから運ばれた礫

低ヒマラヤ帯から見た
グレートヒマラヤ

黄色はシワリク帯
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１）フォッサマグナが出来た頃の難問１）フォッサマグナが出来た頃の難問

●フォッサマグナ内部にたまった最古の地層は？
●その地層の特徴は？

●その当時の古地理は？

和田

横河川

内山 下仁田
松本

甲府

フォッサマグナとその周辺の下部新第三系の分布
（フォッサマグナ研究会、１９９１に加筆）

• 調査結果から明らかとなったこと・

１） フォッサマグナ地域での最古の中新統は、
１７～18Ma頃の海成層である。

２） それらの分布は、中央構造線付近を境にし
て外帯側に限定される。

３） フォッサマグナ地域への最初の海進は、
太平洋側からだった可能性が高い。

４） 日本海や北部フォッサマグナへの海進は、
それに引き続いて生じた可能性が高い。

５） フォッサマグナは、その南部と北部とでは
発生の時期にずれがある。

フォッサマグナの古地理
（小坂ほか、１９９２）

１８００万年前 １６００万年前

陸域

海域

松本

長野

小諸

長野

松本
小諸

関東山地
関東山地

３ 楽しく歩き、楽しく語り、
そして楽しく飲んだ信州での４０年

松本キャンパス

理学部

今ではなつかしい「土尻川化石採集の巡検」
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荻久保砂岩泥岩層中のカキ化石

なつかしい２３ｓ井上君とのカキ論争

井上博章君

学生たちが発見した「シンシュウゾウ」

「信大地質の学生が化石発見！」のニュース
なんと１９６９年の「少年キング」に載ってしまった

１年生の関口照子さん

現在、学生達だけで
論文作成に向けて

奮闘中

乞うご期待！

アケボノゾウ大臼歯について論文づくり進行中

・２００７年秋、千曲川河床で
巡検中にゾウの大臼歯化石発見

・大学に持ち帰り、学生達の手で
クリーニング、記載を開始

２０ｓ進論風景（八坂村の体育館に寝泊まり）
（夜中、体育館で遊びすぎて村から怒られた）今でも変わらない進論風景（２００１：真剣な０１ｓ諸君）

水内（みのち）団研：よく歩き、
よく勉強し、よく飲みました。
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「クリノメーターのEとWってのはさー・・・」
２００４年新入生歓迎巡検（生坂ダム）

１７ｓ小林教授の講義 この露頭はー・・（夏麻君の説明を聞く新人）

２００３年新歓巡検

９６年春・夏の陣打ち上げコンパ

数時間後、考える人になった大金君

銀嶺祭「ちしつや」にて
研究室で地質について（？）真剣に（？？）考える私

２００４年３月卒業式・修了式
下総さん、窪ちゃん、中谷さんの晴れ姿

４０年たった私（２００８年３月卒業の諸君らと）


